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研究成果の概要（和文）：研究の目標は、日本人英語学習者に対するウェブ会議の活用の有効性を検証すること
である。擬似実験的に大学の既製の2クラスを活用した。実験群は毎週1回ウェブ会議で外国在住の英語話者と討
論やロールプレイ活動を体験した。ウェブ会議のための事前タスクとして毎週授業の中で話題に関する討論、発
表、ロールプレイ演習を行った。比較群もロールプレイの代わりに授業内外でシャドーイングを行った。事前・
事後のスピーキングテストの結果、期間と処遇に有意な交互作用があり実験群の伸びが顕著だった。産出言語分
析の結果からは流暢さと複雑さに有意な交互作用があり、実験群に顕著な伸びが見られた。ウェブ会議の有効性
が明らかになった。
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to find the effects of using videoconferencing 
(VC) as a tool for foreign language instructions in a year long research study. The research 
questions focus on the effects of VC on speaking performance.EFL learners in one class in a 
university in Japan were treated as an experimental group (EG) with weekly VC outside the classroom,
 and another class were treated as  a comparison group (CG) provided with shadowing practice instead
 of VC. Pre and post measurement results showed improvement in holistic ratings with statistically 
significant interaction as well as temporal measurement in transcribed speech data. Speaking 
performance of the EG showed statistically significant progress in fluency and complexity. The 
results suggest that using VC with role-play tasks develops better speech performance.    
研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
 インターネットを利用した外国語による
共時性コンピュータ媒介コミュニケーショ
ン (Synchronous Computer Mediated 
Communication)は、テキストチャットのよ
うな書記言語を用いた実践の研究が多く行
われてきている。しかし近年、テレビ電話
のように音声と映像を同時に送受信できる
ウェブ会議（ビデオ会議、オンライン会議
とも言う）の実施環境が社会的に整ってき
ており、外国語教育への応用における効果
検証が急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本人が英語を話せる
ようになるために、インターネットを介し
たウェブ会議（テレビ会議）による定期的
かつ継続的なスピーキング演習がスピーキ
ング能力に及ぼす影響を検証することであ
る。英語によるウェブ会議を介して、フィ
リピン人英語話者と学習者 2名の計 3人で
ロールプレイタスクと討論を長期間にわた
って実施した効果を検証する。効果検証に
は英語スピーキングテストのパフォーマン
ス評価と発話データの言語的分析（複雑さ、
正確さ、流暢さの観点）を行う。また、媒
介変数としての学習者の総合的な 4技能の
伸び、英語コミュニケーションへの心理的
態度変容も探る。 
 
３．研究の方法 
 日本人大学生を対象として、初年度は事
例研究として、1 群の協力者に対するウェ
ブ会議を用いた指導を 1年間実施する。そ
の前後に、英語能力測定（英語習熟度テス
トとスピーキングテスト）と情意面の質問
紙調査（使用感、国際的志向性）を実施し、
ウェブ会議活用の事例を精査する。 
 2 年目は 3 つの大学で指導を実施し、1
大学において既存のクラスを活用して実験
群と対照群を設け、前者にウェブ会議によ
るロールプレイと討論、後者には学習者間
同士による討論と教科書の音声を利用した
シャドーイング課題を課し、効果検証を試
みる。測定には指導前後のスピーキングテ
スト（TOEFL Part 1モノローグ、IELTS Part 
１ダイアローグ[ウェブ会議を使用]）を主
とするが、習熟度テスト（リスニング、リ
ーディング）、ライティング（TOEFL 式エ
ッセイ）、WTC アンケートを行う。以上の
処遇と測定に関して、人を対象とする研究
実施およびデータの取り扱いに関して研究
倫理に則る旨を明示し協力者からの同意を
得て行った。 
 
４．研究成果 
日本人大学生 16 名に、オンラインによる
ウェブ会議（ビデオ会議）を定期的かつ長期
的に処遇した（毎週 1回、通年 18回）。フィ
リピン在住の英語話者と日本人 2人 1組の計
3 人で英語によるディスカッションを行い、
英語スピーキング力、英語習熟度（TOEIC模
擬問題：リスニングとリーディング）、ビデ
オ会議の使用感、国際的志向性の変化を見た。
その結果、スピーキング力における語数にお
ける量的な流ちょうさと 1文中の語数に基づ
く複雑さに伸長がみられた。しかし、正確さ
においては有意な変化は見られなかった。リ
スニングとリーディングにおいても有意な
伸長が見られた。とりわけリスニングにおい
て伸びが著しかった。ウェブ会議の使用感に
おいては、「話すことの難易感」において有
意な減少が見られた。「回数を重ねるごとに
緊張感が減った」、「回数を重ねるごとに言い
たいことが言えるようになった」、「思ったよ
り話せた」などの肯定感が有意に増した。ま
た、「ウェブ会議活用はスピーキング力向上
に効果的」という学習上の効力感も増した。
国際的志向性においては、「国際的な職業・
活動への関心」項目群において有意な伸長が
見られた。以上の結果から、ウェブ会議を一
定期間活用することによって学習者はスピ
ーキングに対する抵抗感（不安感）を減衰さ
せ言語の量と質の側面において一定の向上
を見せることがわかった。また、リスニング、
リーディングにおける英語力も有意に伸長
した。学習者の対話観察から、課題として外
国人英語話者から開始する「質問・返答・フ
ィードバック」という IRF構造に偏ったコミ
ュニケーションパターンが多く、その中でも
フィラーや沈黙が多発する傾向が散見され
た。題材である大学生向けの社会問題等は内
容的な認知負荷が高く意見構築に注力を要
し過ぎる問題が示唆された。 
 2年目は 3つの大学（A大学 23名、B大学
8名、C大学 12名）でウェブ会議を実践した。
前年の対話中の問題点を解消するため、学習
者がイニシアチブを取れるロールプレイタ
スクをデザインした。研究者間で、学生と外
国人英語話者が 3人 1組で行えるロールプレ
イタスクを通年 20 レッスンにわたって制作
した。また、ロールプレイに続いて話題に関
する情報収集のための質問作成を学習者に
課し学習者が話を切り出す構造作りを試み
た。このような発信型の対話演習を、3 つの
大学において 1年間展開した。A大学におい
ては、比較群として、ウェブ会議の代わりに
授業内外でのシャドーイングを処遇する群
を設けた。 
 3 大学において実施したウェブ会議を用い
たロールプレイタスクの効果を精査するた
めに、前期中のプリ、ポストテスト（TOEFL
型モノローグ評価）の結果を比較したところ、
3 大学ともに 1%水準で有意な伸びが観察さ
れた。また、A大学に設けた比較群（ウェブ
会議の代わりにシャドーイング練習を処遇）
も 3大学と同様に伸びを示した。この結果か
ら 10 回程度の実施では必ずしもウェブ会議
がスピーキングへの効果を多くもたらすと
は言い切れないことが分かった。 
A大学 2群の開始当初のスピーキングレベ
ルが等質ではなかったので実験群（15名）と
比較群（15 名）の等質性を確保して、通年
20回を処遇対象期間とした TOEFL式のモノ
ローグテストの評価結果を比較した（評価者
3 名間の信頼性を示す級内相関.94）。交互作
用は有意と認められ、実験群の伸びが有意だ
った（図 1）（F (2,28) = 6.36, η2 =.05, p< .01,実験
群効果量大 T1 –T3 Δ=2.15）。 
また、ウェブ会議は対話によるスピーキン
グであることから、実験群のみに課した対話
形式の IELTS式ダイアローグテストの評価を
通年初期と終期で見たところ、9 段階中の評
定平均値が 4.3（SD＝1.21）から 5.05（SD1.14）
に通年で伸びた（F (2,20) = 17.88, η2 =.08, p <.01,
効果量中 T1 –T3 Δ=.63）。 
3年目には、異なる学習者を含む 22名に対
して A大学で同様のウェブ会議 20 回を挟ん
だ前後に、公式の外部基準スピーキングテス
ト ACTFL OPIcを用いて効果を見た。評定レ
ベルを数値化して平均評定値を求めた結果
が 4.4（SD=1.1)（４月）の Intermediate Low
付近から 5.0（SD=1.1）（1月）の Intermediate 
Middle-1レベルに伸びた（効果量中 Δ=.54）。 
これらの結果からウェブ会議は通年 20 回
程度の期間を経て、学習者のスピーキング力
が客観的に伸長する結果をもたらすことが
分かった。 
 言語分析の結果から、流ちょうさ指標にお
ける WPM（１分間あたりの発話語数）で有
意な交互作用と実験群に有意差および大き
な効果量 (F(2,28) = 3.79, η2 =.03, p <.05, 実験群
T1-T3 Δ=1.21、図 2）、Pruned Syllable Per Minute
（反復や言い直しを除去した正味音節数）に
おける実験群における大きな効果量（T1-T3 
Δ=.89）が観察された。 
複雑さの指標においては、発話中の節の数
（学習者が文構造で語れた度合い）（F(2,28) = 
3.79, η2 =.05, p <.05,実験群 T1-T3 Δ=.1.24、図
3）、Giraud Index による異なり語数の割合
（F(2,28) =6.51, η2 =.05, p <.01, 実験群 T1-T3 
Δ=.1.24）において有意な交互作用、実験群に
おける有意差と大きな効果量が見られた。 
誤りのない節の比率（Error Free Clause 
Rate)による正確さの指標においては、統計的
に有意な伸長は認められなかった。しかし、
実験群において若干の伸びが見られた（効果
量小 T1-T2Δ=.48, T1-T3 Δ=.45、図 4）。 
以上の結果から、内容を重視したロールプ
レイタスクおよび発問機会を含むウェブ会
議はスピーキングパフォーマンスにおける
流暢さと言語的複雑さの向上をもたらすこ
とが認められた。 
媒介変数として 2年目に採取したリスニン
グ、語彙、リーディングからな成る英検 IBA
テストにおいても交互作用は 5%水準で有意
であり、比較群の得点が横ばいであったのに
対し、実験群は 1%水準で有意な伸長を示し
た（F(2,28) = 6.11, η2 =.04, p < .05, 実験群効果
量中, Δ =.60）。 
TOEFL 式エッセイライティングにおける
通年をはさんだ事前・事後テストの結果から
は、総合的な評定において実験群の伸びが有
意かつ効果量が大きかった(F(1,28) = 12.23, η2 
=.08, p <.05, 実験群 T1-T3 Δ=1.85）。言語分析
の結果においては流暢さ指数（語数）(F(1,28) = 
4.50, η2 =.03, p <.05, 実験群 T1-T3 Δ=-1.12）と
正確さ指標（エラー数）(F(1,28) = 30.85, η2 =.23, 
p <.01, 実験群 T1-T3 Δ=-1.68）において実験
群の伸長が顕著となる結果が見られた。 
これらの結果から、ウェブ会議を用いたロ
ールプレイタスクを含む発信型の指導は、ス
ピーキングを軸として英語の 4技能の全体的
な向上にも影響をもたらす可能性をもつ指
導法であることが明らかになった。 
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